










第１図　遺跡の位置（１）

塚畠遺跡 F 地点塚畠遺跡 F 地点





第２図　女堀川中流域の古墳時代遺跡





第３図　塚畠遺跡F地点全体図



第４図　塚畠遺跡C ～F地点



第５図　遺跡の位置（２） －明治18年頃

塚畠遺跡塚畠遺跡
（F 地点）（F 地点）



第６図　第76号住居跡



第７図　第77号住居跡



第８図　第77号住居跡出土遺物



第９図　第78号住居跡



第10図　第79号住居跡



（ローム粒子、炭化粒子を少量含む。しまり、粘性ともに有する。）
（炭化粒子を少量、ローム粒、径1cm前後の焼土小ブロックを微量含む。しまり、粘性ともに有する。）
（ローム粒子、径1cm前後のロームブロックを均一に、炭化粒子、焼土粒子を少量含む。しまり、粘性と
　も有する。）
（ローム粒子、炭化粒子、焼土粒子を少量含む。しまり、粘性ともに有する。）
（ローム粒子、炭化粒子を少量、焼土粒子、径５mm前後の焼土小ブロックを微量含む。しまり、粘性と
　もに有する。）
（炭化粒子を均一に、焼土粒子を少量、ローム粒子を極微量含む。しまり、粘性ともに有する。）
（焼土粒子、径５mm以下の焼土小ブロックを多量に、炭化粒子を均一に含み、灰分を若干混入する。し
　まり、粘性ともに有する。）
（ロームブロックを多量含む。しまり、粘性ともに有する。）



第11図　第79号住居跡出土遺物









第12図　土　　壙



（白色粒子を均一、小石、ローム粒子、ローム小ブロックを少量含む。しまりやや弱く、粘性なし。）
（白色粒子、ローム粒子を少量、炭化物粒子を微量含む。しまりやや弱く、粘性は強い。）

（ローム粒子を非常に多く、白色粒子を均一、径２cmのロームブロック、径３mmのローム小ブロックを少
　量含む。しまり弱く、粘性なし。）
（ローム粒子を主体とし、白色粒子を均一、炭化粒子を微量含む。しまり、粘性ともになし。）
（ローム粒子を非常に多く、白色粒子を均一、径３mmの炭化物粒子を少量含む。しまりはあるが、粘性な
　し。）
（ローム粒子を多量、白色粒子を均一、炭化粒子を微量含む。しまり、粘性ともに強い。）
（ローム粒子を多量、径2cmのロームブロック、炭化粒子を少量含む。しまり、粘性ともに強い。）

（径３mmの褐色土小ブロックを微量、ローム粒子を均一、白色粒子をまばらに含む。しまりやや弱いが、
　粘性あり。）
（径３mmのローム小ブロックを均一、炭化粒子、白色粒子を微量含む。しまり、粘性ややあり。）
（ローム粒子を均一、炭化粒子を微量含む。しまり、粘性ともに弱い。）

（径３mmのローム小ブロックを均一、ローム粒子、径１cmのロームブロックを少量、As－Aを多量含む。
　しまりはあるが、粘性なし。）
（径3mmのローム小ブロックを均一、ローム粒子、As－Aを多量、径１～1.5cmのロームブロックを少量含
　む。しまり、粘性ほとんどなし。）
（ローム粒子を非常に多く、径５mmのローム小ブロックを均一、As－Aを微量含む。しまり、粘性ともに
　なし。）
（ローム粒子を非常に多く、径１cmのロームブロックを均一に含み、灰褐色土を混入する。しまり、粘
　性ともに弱い。）
（ローム粒子を均一に含む。しまり、粘性やや強い。）
　（ローム粒子を主体とし、小石、マンガン粒子、As－Aを少量含む。しまり弱く、粘性なし。）
　（ローム粒子を主体とし、マンガン粒子を少量、As－Aを微量含む。しまり弱く、粘性なし。）

（ローム粒子、炭化粒子を微量含む。しまりは有するが、粘性はやや弱い。）
（ローム漸移層の風化したもの。若干のローム粒を含む。しまりを有するが、粘性は弱い。）
（ローム粒を少量、炭化物を微量含む。しまり、粘性ともに有する。）

（ローム粒子を多く、ローム小ブロックをまばらに、炭化物粒子、砂礫を少量含む。しまりは有するが、
　粘性なし。）
（ローム粒子を多量、径８mmのロームブロック、礫、炭化物を少量、径３mmのローム小ブロックをやや多
　く含む。しまり、粘性ともやや強い。）
（ローム粒子を少量、径８mmの灰褐色土ブロックをやや多く含む。しまり、粘性ともに強い。）
（ローム粒子を多量、白色粒子、炭化粒子を少量含む。しまり、粘性ともに強い。）

（径２mmのローム粒子を非常に多く、径４mmのローム小ブロックをまばらに、径１cmのロームブロック
　を少量、白色粒子を均一に含む。しまり、粘性ともにやや弱い。）
（径４mmのローム小ブロックを均一、ローム粒子を多量、白色粒子、礫を少量、径４mmの焼土小ブロック
　を微量含む。しまり、粘性ともにやや弱い。）
（ローム粒子を均一、径４mmのローム小ブロック、白色粒子、炭化粒子を少量含む。しまり、粘性ともに
　強い。）
（ローム粒子を少量、炭化粒子を微量含む。）

（As－A、マンガン粒を含む。しまり、粘性ともになし。現耕作土。）
（As－Aを非常に多く、小石、マンガン、ローム粒子、径５mmのローム小ブロックを少量含む。しまり、
　粘性ほとんどない。旧耕作土。）
（ローム粒子を均一、白色粒子をやや多く含む。しまり、粘性ともに強い。）
（径３mmのローム小ブロックを多量、ローム粒子を均一、小石、マンガンを少量含む。しまり、粘性とも
　に強い。）
（ローム粒子を多量、径１cmのロームブロックを均一、マンガン粒子をやや多く含む。しまり、粘性とも
　やや強い。）



（ローム粒子を非常に多く、径５mmのローム小ブロック、径１cmのロームブロックを均一に、小石を微量
　含む。しまりやや弱く、粘性弱い。）
（ローム粒子を主体とし、径３mmのローム小ブロック、径７mmのロームブロックを少量含む。しまり強く、
　粘性なし。）
（ローム粒子を少量、径３mmのローム小ブロックを微量含む。しまり、粘性ともに強い。）
（ローム粒子を均一、径３mmのローム小ブロックを微量含む。しまり、粘性ともに強い。）

（ローム粒子、砂礫を少量含む。しまり、粘性ともに強い。）
（ローム粒子を多量、炭化粒子を微量含む。しまり、粘性ともに強い。）
（ローム粒子を均一、炭化粒子を少量、焼土粒子を微量含む。しまり、粘性ともに強い。）

（ローム粒子を均一、径３cmのロームブロック、小石を少量、マンガン粒子を多量含む。しまりは有す
　るが、粘性は弱い。）
（径1.5cmのロームブロックを少量、マンガン粒子、径３mmのローム小ブロックをやや多く含む。しまり
　弱く、粘性強い。）

（ローム粒子、炭化粒子を少量含む。しまり、粘性ともに強い。）

（ローム粒子を非常に多く、径３mmのローム小ブロックを少量含む。しまりやや弱く、粘性やや強い。）
（径３mmのローム小ブロックをやや多く、ローム粒子を少量含む。しまり、粘性ともに強い。）

（径５mmのロームブロックを均一、径３cmのロームブロックをまばらに、ローム粒子を多量、マンガン粒
　子を微量含む。しまりは弱いが、粘性は強い。）
（ローム粒子を非常に多く、径３mmのローム小ブロックを均一、径５mmのロームブロックをまばらに、
　小石を少量含む。しまりは弱いが、粘性は強い。）
（ローム粒子を均一、径３mmのローム小ブロック、径５mmのロームブロックを少量含む。しまり、粘性と
　もに強い。）

（径３mmのローム小ブロックを均一、マンガン粒子をまばらに、径５mmのロームブロックを微量含む。し
　まりは強いが、粘性なし。）
（径５mmのロームブロックを均一、径1cmのロームブロック、ローム粒子、マンガン粒子を少量含む。し
　まり、粘性ともに強い。）

（白色粒子を均一、マンガン粒子をまばらに、ローム粒子、径3mmのローム小ブロックを少量含む。しま
　りは有するが、粘性なし。）

（白色粒子、マンガン粒子を微量含む。しまり、粘性ともに有する。）
（ローム粒子、径２cm前後のロームブロック、マンガン粒子を微量含む。しまり、粘性ともに有する。）

（ローム粒子、径１～２cmのロームブロックを均一に、炭化粒子、白色粒子を微量含む。しまり、粘性
　ともに有する。）



第13図　第９号溝跡



第14図　調査区内出土の縄文土器



（カマドに伴う土製専用支脚）

第15図　児玉地方の土製専用支脚

（炉に伴う土製専用支脚）





第16図　児玉地方出土の土製専用支脚形態分類図













図版１

F 地点調査区遠景

F 地点調査区全景



図版２

Ｆ１・Ｆ３調査区全景

Ｆ２調査区全景　



図版３

第76号住居跡

第77号住居跡遺物出土状態

第79号住居跡

第79号住居跡遺物出土状態（１）

第77号住居跡

第78号住居跡

第79号住居跡カマド

第79号住居跡遺物出土状態（２）



図版４

第40号土壙

第42号土壙

第44号土壙

第46号土壙

第41号土壙

第43・51号土壙

第45号土壙

第47号土壙



図版５

第48号土壙

第53号土壙

第55号土壙

第57号土壙

第50号土壙

第54号土壙

第56号土壙

第９号溝跡



図版６



図版７



図版８

つか ばたけ い せき ほんじょうしこだまちょう

きょうえい
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